
最
良
の
栄
養
素
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
面
８
国
口
の
名
称
を
与
え

た
。
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
和
蘭
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
学
説
を
習
得
し

て
来
朝
し
、
一
八
七
三
年
大
阪
病
院
で
の
医
学
講
義
・
薬
物
学
（
第

二
○
巻
）
に
お
い
て
、
彼
は
さ
ら
に
無
機
質
の
重
要
性
を
も
加
え
て
、

「
蛋
白
質
、
脂
質
、
糖
質
、
無
機
塩
類
」
の
四
大
栄
養
素
の
重
要
性

に
つ
い
て
講
述
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
開
院
に
際
し
病
院
給
食
献
立
を

指
導
し
、
毎
日
各
等
の
昼
食
に
は
魚
を
、
夕
食
に
は
ビ
ー
フ
ス
テ
ー

キ
・
牛
肉
を
献
立
し
た
。
当
時
日
本
一
の
経
済
都
市
で
あ
る
大
阪
の

中
心
地
、
船
場
の
商
家
で
の
常
食
は
「
朝
か
ゆ
や
昼
一
菜
に
、
夕
茶

漬
（
阪
大
宮
本
又
次
教
授
）
」
に
比
す
る
と
、
現
在
か
ら
み
て
も
栄
養
豊

富
な
病
院
給
食
が
献
立
さ
れ
た
。

エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
医
学
教
育
に
お
い
て
、
四
大
栄
養
素
に
つ
き
日

本
で
最
初
に
講
述
し
た
医
師
で
あ
り
、
実
際
栄
養
学
と
し
て
、
栄
養

豊
富
な
、
病
院
直
営
の
病
院
給
食
を
日
本
で
最
初
に
実
践
し
た
偉
大

な
医
養
学
者
で
あ
る
。

そ
の
後
一
九
○
○
年
代
に
至
り
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
発
見
さ
れ
て
、

現
在
は
五
大
栄
養
素
時
代
と
な
っ
た
。
こ
の
病
院
は
、
の
ち
府
立
大

阪
医
科
大
学
、
大
阪
帝
国
大
学
、
大
阪
大
学
附
属
病
院
へ
と
発
展
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
（
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）

『
扁
倉
伝
割
解
』
は
尾
張
藩
医
学
訓
導
・
浅
井
政
直
（
図
南
・
一
七
○

六
’
一
七
八
二
）
が
万
感
の
抱
負
を
こ
め
て
著
わ
し
た
『
史
記
』
扁

鵲
倉
公
列
伝
の
註
解
書
で
あ
る
。
割
解
の
語
は
扁
鵲
伝
の
中
の
「
皮

を
割
き
、
肌
を
解
く
」
に
由
来
す
る
。
解
剖
釈
義
し
て
粗
意
を
得
た

も
の
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

浅
井
家
は
盛
政
（
延
斉
）
が
医
系
を
草
創
し
て
よ
り
累
代
わ
が
国

に
展
開
さ
れ
た
伝
統
医
学
（
漢
方
）
の
命
脈
を
保
持
し
た
。
図
南
は
そ

の
中
興
期
に
際
し
て
、
祖
父
正
純
、
父
正
仲
ら
が
ひ
と
た
び
根
づ
か

せ
た
医
方
を
更
に
浸
透
さ
せ
、
明
和
・
安
永
年
間
（
十
八
世
紀
後
半
）

以
降
の
、
そ
の
在
り
方
を
模
索
し
た
先
達
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
活

躍
期
は
、
吉
益
東
洞
が
京
都
に
お
い
て
万
病
一
毒
に
約
言
さ
れ
る

「
古
方
」
を
唱
え
、
『
類
聚
方
』
に
代
表
さ
れ
る
方
証
相
対
、
随
証
理

剤
の
考
え
方
を
徹
底
化
し
た
独
特
の
医
学
理
論
を
実
践
し
た
頃
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
。

浅
井
図
南
『
扁
倉
伝
割
解
』
を
め
ぐ
っ
て

荒
木
ひ
ろ
し
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こ
の
時
期
に
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
経
書
と
並
ん
で
史
書
・
諸

子
の
書
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
図
南
に
先
だ
っ
て
東
洞
が
、
そ

の
医
学
観
を
確
立
す
る
契
機
と
し
た
の
も
、
扁
倉
列
伝
、
呂
氏
春

秋
、
惟
南
子
等
の
諸
子
の
文
献
を
読
み
こ
む
こ
と
に
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
東
洞
に
と
っ
て
は
扁
鵲
Ⅱ
疾
医
ｌ
扁
鵲
内
・
外
経
Ⅱ
傷
寒
論
の

枠
組
み
が
全
て
で
あ
り
、
倉
公
Ⅱ
陰
陽
医
、
葛
洪
・
孫
思
迩
Ⅱ
神
仙

医
の
二
家
の
方
は
治
療
に
益
な
し
と
し
て
退
け
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
図
南
は
経
史
子
を
修
め
て
扁
鵲
伝
と
倉
公
伝
の
両

者
を
詳
細
に
割
解
し
た
。
図
南
に
よ
る
と
両
列
伝
が
重
要
で
あ
る
の

は
、
医
方
に
お
け
る
病
の
応
と
病
の
因
と
を
究
め
る
の
に
恰
好
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
理
が
精
奥
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
因
と

応
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
理
に
つ
い
て
は
倉
公
の
診
籍
に
対
す
る

割
解
を
読
む
と
瞭
然
で
あ
る
。
図
南
は
こ
の
列
伝
に
、
い
わ
ば
内
経

医
学
を
検
証
す
る
も
の
と
し
て
の
意
義
を
見
出
し
た
と
い
っ
て
よ

い
。

『
割
解
』
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
嗣
子
正
路
（
南
漠
）
の
補
考
が

加
え
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
図
南
自
序
に
よ
る
と
稿
本
は
こ

れ
よ
り
三
年
前
に
で
き
て
い
た
。
明
和
三
年
と
い
う
と
、
東
洞
の
言

説
を
ま
と
め
た
『
医
断
』
が
刊
行
さ
れ
て
よ
り
七
年
後
、
畑
黄
山

『
斥
医
断
』
よ
り
四
年
後
、
掘
江
道
元
『
辨
医
断
』
と
同
年
、
山
田

成
珍
『
天
命
辨
』
に
先
だ
つ
こ
と
五
年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る

と
『
割
解
』
の
稿
が
成
っ
て
か
ら
刊
行
さ
れ
る
ま
で
を
含
め
た
前
後

の
時
期
は
、
い
わ
ゆ
る
医
断
論
争
の
た
だ
中
で
あ
る
。
こ
の
論
争
で

は
『
医
断
』
を
難
じ
た
者
の
多
く
が
、
司
命
、
天
命
Ｉ
死
生
命
あ

り
ｌ
と
い
っ
た
語
句
に
の
み
拘
泥
し
て
、
東
洞
が
本
来
喚
起
し
た

筈
の
伝
統
医
学
批
判
に
対
す
る
応
答
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
論
及
ば

ず
、
不
毛
の
論
争
に
終
始
し
た
。
ま
し
て
当
面
問
題
の
書
で
あ
っ
た

扁
倉
列
伝
に
踏
み
こ
ん
で
、
内
経
医
学
を
検
証
す
る
と
い
っ
た
具
体

的
な
指
針
を
示
す
と
こ
ろ
ま
で
は
及
び
も
つ
か
な
か
っ
た
と
い
っ
て

、
よ
い
。

『
割
解
』
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
論
争
に
対
し
て
は
一
言
半
句
の
言

及
も
な
く
、
扁
鵲
伝
に
見
え
る
司
命
の
語
に
も
何
ら
特
別
な
註
解
は

加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
従
来
、
史
伝
と
も
医
学

と
も
つ
か
ぬ
も
の
と
し
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
扁
倉
列
伝
の
内
実
を

求
め
る
割
解
記
述
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
本
文
に
加
え
ら
れ
た
詳
細

な
註
解
と
、
自
序
と
を
併
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、
図
南
が
『
割
解
』
に

托
し
た
真
意
は
明
確
な
姿
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。

こ
の
伝
や
、
士
の
医
方
に
精
し
く
し
て
百
家
に
渉
る
者
に
あ
ら
ざ
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○
○
○
○
○
○
０
０

②
扁
鵲
仰
天
歎
日
・
…
・
越
人
之
為
方
也
、
不
待
切
脈
、
望
色
、
聴
声
、

０
０
０
０
０
０
０
０
○
○
○
○
○
○
０
０
○
○
○
○

写
形
、
言
病
之
所
在
、
聞
病
之
陽
、
論
得
其
陰
、
聞
病
之
陰
、
論

０
０
０
０
０
○
○
○
○

待
其
陽
、
疾
応
見
於
大
表
、
不
出
千
里
、
決
者
至
衆
・
…
．

右
に
・
点
を
附
し
た
（
②
）
の
は
東
洞
が
病
の
応
ｌ
病
毒
が
体
表

れ
ば
通
ず
る
能
わ
ず
。
顧
に
当
今
の
世
に
医
方
に
精
し
く
し
て
百

家
に
渉
る
者
、
我
を
お
き
て
其
れ
誰
ぞ
や
。
我
も
し
唱
え
ざ
れ
ば

執
か
よ
く
こ
れ
に
和
せ
ん
（
自
序
）

自
己
の
学
識
に
対
す
る
確
か
な
自
信
を
吐
露
し
て
時
流
に
動
ず
る
気

配
は
な
い
。
し
か
も
右
に
続
け
た
自
序
に
、
こ
の
列
伝
に
取
り
組
ん

だ
自
己
の
役
割
り
を
秦
に
抗
し
た
陳
勝
・
呉
広
に
類
比
さ
せ
、
秦
に

替
わ
っ
て
新
た
な
統
一
体
を
作
っ
た
項
羽
や
劉
邦
に
も
匹
敵
す
る
優

れ
た
註
解
者
の
出
現
を
ま
つ
と
い
う
。
自
序
は
「
願
わ
く
は
劉
項
の

業
成
る
の
日
、
陳
呉
が
惟
悴
を
唾
る
な
か
れ
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
陳
呉
劉
項
の
四
字
は
、
そ
の
前
に
隠
れ
た
前
提
と
し
て
あ
る
秦

を
補
っ
て
読
む
と
寓
意
に
満
ち
て
い
る
。

①
中
庶
子
日

（
酒
）
、
鏡

割
皮
解
肌

小
稿
の
最
後
に
扁
鵲
伝
・
號
太
子
病
案
を
の
べ
る
。

中
庶
子
日
…
：
．
上
古
之
時
、
医
有
嚴
蹄
、
治
病
不
以
湯
液
瞳
麗

（
酒
）
、
鏡
石
橋
引
、
案
杭
毒
熨
、
一
溌
見
病
之
応
因
五
蔵
之
輸
、

に
あ
ら
わ
れ
る
と
取
意
し
た
部
分
、
、
コ
シ
ッ
ク
体
は
割
解
細
註
が
つ

け
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
東
洞
が
因
を
問
わ
ず
に
応
を
捉
え
よ
う
と

し
た
の
に
対
し
て
、
図
南
は
応
を
感
応
、
因
を
根
因
と
読
み
、
医
す

る
者
は
必
ず
其
の
応
を
察
し
て
因
を
知
り
、
其
の
因
を
取
り
て
治
に

応
ず
べ
き
だ
と
い
う
。
図
南
に
と
っ
て
、
医
方
の
究
明
は
千
言
万
語

を
以
て
し
て
も
因
と
応
と
を
究
め
る
と
こ
ろ
に
主
眼
目
が
お
か
れ
た

の
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）
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